た。 

I 只今。 お母さん …… 」 

格子戸 を 明ける が 早い か、 道 夫 は 悲鳴に 近い 声で、 

母 を 呼んだ。 

「あ、 道 夫 かい。 おかえりなさい」 

母の 声が すぐ 聞え た。 それ は 別に 取 乱した 声で はな 

ためいき 

かった。 それで 道 夫 は、 ふうつ と 大きな 溜 息をついて、 

(まあよ かった) と 思った。 事件 は 我家に 起った ので 

はない らしい。 

道 夫 は 靴 をぬ ぐの もも どかしく、 中に むかって 声 を 

かけた。 



をよ く 見て くれる 雪 子 姉さん、 弟の ように 道 夫 を かわ 

いがって くれる 雪 子 姉さん、 背の 高い 色の 白い 上品な 

すがたの 雪 子 姉さん。 —— 婦人ながら 医学士と 理 学士 

であり、 自分の 家に かなり りっぱな 研究室 を もってい 

る 木 見 雪 子 嬢、 年齢 は 二十 五 歳 だが それよ リニつ ぐら 

いふけ てみ える 木 見 学士、 高い 鼻の 上に 八角形の 縁な 

し 眼鏡 を かけて いる 美しい 若い 研究者 II その 木 見 雪 

子が 突然 行方不明 になった というの である。 道 夫の 驚 

き は 大きかった。 彼が 心の中で ひそかに 予想した うち 

での 最も 大きい 不幸な 事件であった ではない か。 

「雪 子 姉さん は、 いっから 行方不明 になった の。 いつ 



かわらず、 係官の 捜査が 少しも 成績 を あげず、 それば 

かリ かこの 頃で は、 係官た ち は 雪 子 姉さんの 失踪 事件 

にす つかり 熱 を 失って しまった ように 見える。 まこと 

にくやし いこと だ。 

(何とかして、 この 事件の 真相 を 探し あてたい もの だ。 

そして 雪 子 姉さん を 無事にと リ かえした いもの だ) 

道 夫 は、 いつもそう 思って いた。 それに は 一体 どう 

したら いいのであろう。 中学の 二年生に できる ことと 

いったら、 大した ことで はない、 おそらく 刑事の 半 人 

前の 仕事 もで きないであろう。 しかし 熱心に 一生 けん 

めいに やるなら、 熱心で ない 大人より はいい 結果 を あ 



げる かもしれ ない と 思った。 そこで 道 夫 は、 事件に つ 

いての いろいろな こと をノ— トに 書きつ け、 図面 も 描 

き、 それ を 見て 大人た ちの 見落し 考え 落して いる 事件 

の 鍵 を 発見し ようと、 小さい 頭 を ひねり 始めた ので あ 

る。 

この 小 探偵の 事件 研究 は、 あまり はかどらなかった 

が、 あの 事件が あってち ようど 二週間 後の 頃から、 こ 

の 事件に ついて 新しい 一 つの 話が、 この 界 i の 人の 口 

に のぼるよう になった。 それ は、 事件の 少し 前まで、 

毎日の ように この 近所 をう ろ つ いていた 老人の 浮浪者 

が、 どういう もの か あの 頃 以来 さ つ ぱり姿 を 見せな い 



を つれて 逃げたん じ やないで しょうね」 

「まさか、 あんな 年寄りに」 

「でも、 分らない わよ。 変に 気味の わるい 人なん です 

ものね」 

「ひょっとしたら、 あの 浮浪者、 その へんに かくれて 

いるん じ やない」 

「いや あ、 そ、 そんな こと をい つてお どかして は …… 」 

こんな ふうな 会話が、 附近 一帯で さかんに とりかわ 

された。 誰の 考え も、 あの 気味の わるい 高等 浮浪者 (と 

町の 或る人 はうまい 名 をつ けた) が少 くと も 雪 子が き 

えた 頃 以来、 姿 を 見せない ことに 不審の 根拠 を 置いて 



刑事た ちで はなかろう。 では 誰か 家の人だろう か。 

雪 子 姉さんの お父さん かお 母さんに 違いない。 

そうは 思った が、 道 夫 は 何だか その 灯の ことが 気に 

なって 仕方がなかった。 それで 彼 は 思い切って、 くぐ 

り 戸 を 開く と、 お 隣の 庭へ す ベリ こんだ。 そして 研究 

室の 方へ 近づいて いった。 

研究室の 窓 は 高 か つたので、 中 を 全部 見る こと はで 

きなかった が、 庭石の 上に 乗って やっと ガラス 窓から 

部屋の 一 部 を 見る ことができた。 その 剎那、 

「あつ、 あれ は …… 」 

と、 道 夫 は その 場に 立ちす くんだ。 彼 は 何 を 見た か _ 



な その 首 だ けが 見え るの だ。 

(なぜ、 あんなと ころに、 女の 首が 宙に うかんで いる 

のだろう？) 

道 夫 は、 その わけ を 早く 知りたかった。 が、 その わ 

け は さっぱり わからな い。 

(おや、 あの 首 は、 雪 子 姉さん に似てい る …… ) 

道 夫 は、 ふと そのこと に 気がついた。 

(雪 子 姉さんが、 家に もどって きたの だろう か) 

それなら、 こんな 喜び はない。 —— 雪 子 姉さんが 

戻って きて 研究室へ 入った の だ。 室内の 灯が、 雪 子 姉 

さんの 首 だけ を 照らして いるの だ。 だから、 姉さんの 



惑した。 

三十 分 待った が、 ついに 何の 怪しい こと も 起らない 

まわ 

ので、 道 夫 は 木 見 家の 庭 をぬ けだし、 くるつ と 廻り 道 

をして、 やがて 自分の 家へ もどった。 そして 戸に かけ 

金 を かけて 寝床へ 入った。 

もちろん 目が 冴えて、 睡れ なかった。 解き 難い 謎が、 

ともえ 

巴 まんじに な つ て 道 夫の 頭の 中 を 回転す る。 

(あの 怪しい 女の 首と、 雪 子 姉さんの 行方不明との 間 

に は、 いったい どんな 関係が あるの だろう？) 

何 か 関係が あるよう な 気がして ならぬ。 しかし それ 

は どんな 関係 か、 道 夫に は 見当 もっかない。 



(あの 怪しい 女の 首 は、 はたして 雪 子 姉さんの 顔 だつ 

たろう か) 

そうで あるよう にも 思う が、 は つ きりそう だと はい 

い 切れない。 雪 子 姉さんの 研究室で 見た の だから 雪 子 

姉さんに 見えた のか もしれ ないし、 また 雪 子 姉さんの 

ことば かり 考えて いたので、 そう 思った のか もしれ な 

ヽ o 

レ 

(どうして、 あの 首が 俄かに 上下に 馬の 顔の ように 伸 

びたんでしょう) 

わからない、 全く わからない。 

考えつかれて、 道 夫 はとろ とろと 少しね むった。 と、 



木 見 家の人々 が 知ってい るか どうか、 それ を 知りた 

かった ので。 雪 子の 母親 は、 いつに 変らぬ 調子で 現わ 

れて、 道 夫が いつも なぐさめ にきて くれる こと を 感謝 

した。 

(ふうん、 すると 小母さん は 昨夜の 怪しい 首の こと を 

まだ 知らないの だな) 

と 道 夫 はそう 思った。 知らなければ、 今い わないで 

もよ いであろう。 

が、 一 つ 聞きたい ことがあった。 

「小母さん。 昨夜、 研究室の 入口の 扉 は、 しめて あり 

ました か」 



道 夫 は、 そこで 話 を 切って、 外へ でた。 

不思議 だ、 不思議 だ。 研究室の 扉に 錠が 下りて いた 

のなら、 外から あの 部屋へ は 誰も 入れない はず だ。 す 

ると 昨夜 見た あの 女 は、 いったい どこから あの 部屋へ 

入り こんだ のであろう か。 いよいよ わけが わからな く 

なった。 

かわきた 
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「おい 三 田 君。 君 は 何 か 心配事で も あるの。 近頃み よ 

うに ふさぎ こんでいる じ やない か」 



明 事件と、 昨夜 雪 子の 研究室 をの ぞいて 怪しい 女の 首 

を 見た 話 をく わしく した。 

「 …… お化け を 見た なんてい うと、 先生 はお 笑いに な 

るで しょうが、 ほんとうに 僕 は 昨夜 この 眼で 見た ので 

すよ」 

道 夫 は、 気がさす か、 妖怪 事件に ついては 特にそう 

い つ て 弁明し ないで はおられなかった。 

「いや、 私 はお 化けの 話 を 聞いても 軽蔑 しないよ。 お 

化けと いうから おかしく 聞え るが、 それ を 超自然 現象 

といえば 1 向お かしくな いし、 大いに 研究す る 価値の 

ある 問題 だからね。 何しろ 現代の 人類 は 自然科学 につ 



の 捜査 は、 当局で も 事実上す つかり 打 切った 形です か 

らね。 親と して まことに 情なく 思う 次第です」 

きみたけへ い 

雪 子の 父親の 木 見武平 は、 そういつ そ 川 北 先生と 道 

わざ わ 、-. 

夫の 訪問に 礼 をのべ たが、 しかし、 禍が 先生と 道 夫 

の 上に 降り かかる ような ことがあって は 心苦しい から 

と 武平は 灰色の 頭 を ふって、 辞退の 意 を もらした。 

しかし 川 北 先生 は、 それ は 心配 無用と 答え、 とに か 

く 当局と は 違った 考えが でる かもしれ ないから、 ぜひ 

お嬢さんの 研究室 を 見せて くれる ようにた のんだ。 

これに は 武平も 応じない わけに はいかなかった。 そ 

れで 二人 を そちらへ 連れていった。 暗い 長 廊下 を 通つ 



の ブック ェ ンドに はさんで ある 大きな 帳簿 をな でた。 

その 帳簿 は 皮革の 背 表紙で 「研究 ノ ー ト」 とぁリ 第一 

冊から 始ま つ て 第 九 冊まで あった。 

「どうぞ， J ちら へ 」 

図書室から 武 平が 顔 を だした ので、 川 北 先生と 道 夫 

と は、 そっちへ いった。 図書室に は 学術雑誌 や 洋書が 

棚に ぎっちり 並び、 その外に 器械 もほうり こんで あつ 

た。 

「もう 一 つ あちらに 寝室が ついています。 それ も 見て 

頂きましょう」 

武平は 図書室 をで て 再び 広間に 出、 南側の 壁に はめ 



こんで ある 扉の 前に 立った。 扉に は 錠が 下りて いたの 

で、 武平は 鍵 を だして 腰 を かがめて、 あけに 懸 つた。 

が、 鍵が 違ったら しく、 すぐに は あかなかった。 道 夫 

は武 平の 傍へ いって 手助け をしょう とした。 川 北 先生 

みまわ 

は その 間、 部屋 をぐ るぐ る 見廻して いた。 そのと き 先 

生が 入口の 扉の 方へ 眼 を やった とき、 暗い 廊下から 

のぞ 

こっち を視 きこんで いる 背の 低い 洋装の 少女が あった。 

(誰だろう。 お手伝い かな。 それとも 親類の 人 かな) 

と 思って いると き、 寝室の 扉が あく 音が した。 

「あきました。 どうぞ こちらへ 」 

武 平の 声に、 川 北 先生 は そっち を 見る と、 武 平と 道 



先生 は 三時 間に 近い 力仕事と 緊張と にす つかり 疲れ 

て、 i! 子の 一 つに 身体 をな げかけ ていった。 

「ほんとうに 秘密の 出入口 はない のです ね。 すると 昨 

日 現われた という 雪 子 姉さんの 姿 は、 やっぱり 幽霊 

だった のでし ようか。 それとも、 気の 迷いで、 見た よ 

うに 思 つたので しょうか」 

「いや、 気の 迷いなん てこと はない よ。 お母さんが 見 

たばかりで なく、 実は 先生 も 雪 子さん らしい 姿が 廊下 

から、 この 部屋 を のぞきこんで いると ころ を、 実際に 

見たん だからね」 と、 川 北 先生 は、 あの 話 をした。 

「それに あの 怪しい 老人の 浮浪者 も 見たら しいから ね _ 



川 北 先生 は、 あえぎながら、 これ だけの 言葉 を やつ 

と 咽喉から しぼりだした。 

(そうだ、 雪 子 姉さん だ) 

朦朧た る 人影 は 後 姿な が ら、 それ は 道 夫に 見覚え の 

ある 服 をき た 雪 子に 違いない。 

怪しい 人影 は、 図書室の 入口の 前 あたり を しずかに 

あるいて いた。 川 北 先生と 道 夫の 位置 は、 この 怪しい 

影 を はさんで いる 関係に あ つ た。 

が、 怪しい 影 は、 川 北 先生に 返事 をしょう ともせず 

そのまま 図書室の 中へ 消えた。 

「お待ちなさい、 お嬢さん」 



た。 そしてもう 一 つ 不思議な ことに、 雪 子の 足跡の 方 

はた だの 一 つも 見当らなかった。 

隣組の 人た ち は、 さんざん そこら あたり を 探した が、 

やっぱり 見当らない と 報告した。 怪 また 怪。 雪 子の 生 

ける 幽霊と 川 北 先生と は どこへ い つ て しまったの だろ 

ク ゝ o 

う 力 

隣組 総出 

雪 子 学士の 幽霊が 再び 現われた こと、 そして 川 北 先 

生が 幽霊と 取組んだ まま 姿を消し たこと —— この 一 一 つ 



かけつけて みると、 それ は 果して 雪 子の 母親の 発し 

た 叫び声 だと わかった。 

「何 を 見た つて、 やっぱり 雪 子の 幽霊 かッ」 

武平 は、 座敷へ 飛び 上って、 夫人 を かかえ 起しな が 

ら、 息せ き 切って きいて いる。 

「わたし は、 お父さんが 外から 家へ 上って 廊下 を 歩い 

ていな さるの だと 思って いたんです。 でも、 何だか 変 

だから、 立って いって 廊下の 方 をす かして 見たん です 

の。 廊下 はう すぐら くて、 よく 見分けが つかなかった 

ん です けれど、 たしかに 黒い 人影が 向う へ 動いて いき 

はなれ- P 

ます。 背の 低い、 熊の ように まっくろな 者が 離 家の 方 



研究室 を 目指す 一 同の 足 は、 もう 一 歩 も 前に は 進ま 

なくなった。 

(あれ は 何物だろう？ あれ は 何の 音 か？) 

そのと き、 研究室の 中で、 第二の 物音が 聞え た。 そ 

れは 前回よりも ずっと 大きい はっきりした 物音で、 何 

ガラス 

か 物が ぶつつ かった ようで、 それにび いんと 硝子の 響 

くような 音 もま じ つていた。 

「早くい つてみ ましょう。 研究室へ …… 」 

道 夫が 叫んだ。 

「よし、 いこう」 

互いに 相手 を 前へ 押し やる ようにして、 一 同 は どや 



道 夫 は 硝子 窓 を 指して いる。 

「えつ。 わかった と は 何が …… 」 

「 ザ J の 硝子 窓が あ いている のです」 

「硝子 窓は閉 つてい る じ やない か」 

「いや、 この 窓 は 一 旦 あけられた 上で 閉められ たんで 

す」 

「どういうので すつ て」 

「つま リ、 何物 かが この 部屋に いて、 この 窓 を 明けた 

ん です。 ああ、 そうだ。 それから 彼 は 外へ 飛び下りた、 

庭へ です よ。 そして 外から この 硝子 戸 を 元の ように 閉 

めた。 だから この 硝子 戸に は、 内側に かけ 金が ありな 



へ 報告し なかった こと は、 彼が 義務 をお こたった こと 

に は 違いなかった けれども、 道 夫 をして 進んで 義務 を 

果 させなかった ほど 悪い 印象 を 与えた 側に は 責任が な 

いと はいえない であろう。 

とにかく 道 夫の 憤激 は 大きく、 

(よし。 こうな つたら、 僕 はきつ とこの 真相 を さがし 

なる ぼ ど 

てみ せる。 係官 を 成程と いわせて みせる ぞ) 

と、 胸に かたくちかった のであった。 

それから 後の 道 夫 は、 まったく 気の毒な ほど 淋しい 

立場に あった。 

川 北 先生 は、 问日 たっても、 自分の in 居に も 帰らず、 



しっかりした 男の 声 だ。 道 夫 は、 まだ 夢心地で 声の 

する 方へ、 ものうい 眼 を 向けた。 

(川 北 先生 かしらん) 

ぬし 

と 思った が、 道 夫の 日に うつった 声の 主の 姿 は、 川 

北 先生ではなかった。 先生より はだい ぶん 年上の 人で、 

こい 緑色の 背広 を 着た 面長の 背の 高い 紳士だった。 そ 

の 紳士 は、 左手 を 道 夫の 背中に 入れて 長椅子から 抱き 

おこし、 そして 右手に コップ を もって 道 夫の 口へ 近づ 

けた。 

道 夫 は ひじょうに のどがかわいて いたので、 いわれ 

る ままに その コップから、 中の 液体 をのんだ。 甘ず つ 



たこと か。 もう 一 ぱい 呑ませて くれる とい いんだが と、 

道 夫 は 舌 を だして 唇の まわり をな めた。 

そのと き、 ぼつぼつと、 鳩時計が 時 をう ち はじめた。 

八 時であった。 八 時！ すると 午前 八 時 か、 今 は。 … 

…いつの 間に か 一 夜 は 明け放れて しまったと 見える。 

家で は 心配して いるだろう。 いったい どうして こんな 

ところへ きたの か。 そうだ 多摩川の 堤の 下に、 例の 老 

人の 浮浪者 を 見つけて 追い かけて いくうち に、 あっと 

思う 間もなく おとし 穴へ 落ちて …… それから 先の 記憶 

、、ゝ *k 、 。 
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はて、 いったい この 家 は どこの 家だろう か。 そして 



その 紳士 は、 ねむった ように しずかに 椅子に 身体 を 

うずめて いた。 が、 もちろん 彼 はねむ つてい るので は 

なかった。 煙草の 煙 は、 さかんに たちのぼって いたし、 

ひざ 

それに かの 紳士 は 膝の 上に 本 を ひろげて 読み ふけって 

いるので あった。 どんな 本？ 道 夫 は 好奇心 をつ のら 

せて、 その 本の 頁の 上 を 見た。 すると、 それ は 文字 を 

印刷した 本で はなく、 ペンで もって こまかい 外国の 文 

字が、 ぎっちり 書き こんであった。 それと 同時に 道 夫 

は、 はっと 気がついた。 

(ああ、 あれ は 雪 子 姉さんの 研究 ノ ー トじ やな いんだ 

ろうか？) 



道 夫 は 不安に たえ きれ なくなって、 遂に 爆発す るよ 

うに 叫んだ。 

「君 は 何にも 考えない のがい いの だ。 力— テン を 引け 

ば この 部屋 は 暗黒になる。 君 は そのまま じっと 椅子に 

腰 を かけて いればい いの だ。 なにごと も 予期して はい 

けない。 しかしな にごと かが 起ったら 君 はお どろかず 

さわがず、 つとめて 心 を 平静に 保って、 向き合つ てい 

れば よい。 君から 決して 自分から 働き かけて は 駄目 だ _ 

相手が 何 かいったら、 それに こたえれば いいの だ」 

「相手と いうと 誰です か。 あなたで すか」 

「いや、 なにごと も 予期して はいけ ない の だ …… そし 



暗闇と 化した。 聞え るの は怪 紳士の 靴が かすかに 床 を 

する 音ば かりで あ つ た。 

道 夫 は、 机の 向う の 空席の 椅子に、 かの 怪 紳士が 腰 

を かける のだろう と 予期して いた。 ところが 彼の 靴音 

は その 椅子の 方へ はいかず、 道 夫の 背後 を 忍び足で 通 

リ すぎた。 やがて 紫の 力 ー テン の 金具が 小さく 鳴 つ た。 

足音 は それつ きり 聞え なくなった。 怪 紳士 はこの 暗室 

からでて いってし まった のだった。 ぞっとす る 寒気が 

再び 道 夫の 背筋 をお そ つ た。 

(僕 ひとり を この 部屋に おいて、 どうしょう というの 

だろう) 



「えつ、 本当？ もっと はっきり いって …… うむ、 そ 

れは 重大 だ。 場所 は どこ 9 えつ、 そうか。 そうか。 

…… よろしい、 すぐで かけます …… 」 

何事 か 重大な ことがらの 知らせが 怪 紳士のと ころへ 

届いた 様子で ある。 何事であろう か？ 

暗室の 怪 

ちょっと 間を置いて、 道 夫の 背後の 力— テンが 開か 

れ、 部屋が すこし 明るくな つた。 と 道 夫は怪 紳士から、 

こ つちの 部屋へ くるよう にと 呼ばれた。 



を 彼女の 姿の 上に 発見した であろう。 それ は 雪 子 学士 

の 着て いる ワン ピ ー スの 服が、 あっち もこつ ち も 引裂 

まな +6 さ サめ 

け、 甚だしい 箇所で は その 裂 目から 雪 子の 青白い 皮 

膚が あらわに 見える こと だ つ た。 

雪 子 学士の 幽霊 は、 約 二分の 後に、 つと 両手 を 机の 

上に のばした。 二 本の 白い 手 は、 しばらく 机の 上 を さ 

ぐって いるよう に 見えた が、 やがて その 手 は、 机上に 

ひろげられた 研究 ノ— トを つかみ、 そのまま 持 上げて 

自分の 胸に 抱きしめた。 

それから 幽霊 は そろそろと 後 じさり を 始めた。 やが 

て 幽霊の 身体 は 壁に つきあたった。 と 思ったら その 



たにま 

に違いない 人物が、 平 井村の 赤松 山の 下の 谿 間で 発見 

された というの であった。 

果して それが 川 北 先生なら ば、 先生 はいかに 奇怪 を 

極めた その 体験に ついて 物語る であろう か。 

§ 肯ルひ タ ，5 

やっぱり 川 北 先生だった。 

赤松 山の 谿 間に 横たわつ ていた 川 北 先生 は、 洗濯に 

きた 農家の 娘さんに 発見され、 大 さわぎの 一 幕が あつ 

たのち、 附近の 農業 会の 建物の 二階へ 収容 せられた。 



課長 はそう いうと、 成宗 巡査 をうな がして 川 北 先生 

のね ている 二階へ と 階段 を のぼって いった。 

「さっきから ハ チヤさん とい う 方が 見え て いますが • - - 

〜」 

と、 先へ 階段 をの ぼる 成宗 巡査が あとに 続く 田 山 課 

長へ いった。 

「なに、 ハ チヤ！」 

「ええ ハ チヤさん。 課長と ご 懇意 だとい うこと でした 

, 、ゝ - 

力」 

「わし は —— 」 

わし は 知らん といい かけた ときには、 課長 は 既に 階 



いたのです。 この間 中から、 しきりに 僕に 会いた がつ 

てい ましたが、 まさかこう なると は 思わず、 もっと 早 

く 連絡 をして やれば よかったです よ」 

「本人 はこ こで、 君に 何 かしゃべ つた かね」 

課長 は 話題 を 転じて 叩きつ ける ようにき いた。 

「いいえ、 何にも …… 」 と 蜂 矢 は 首 を 左右に 振り 「非 

常に 体力 を 消耗して いますよ。 それに 精神が すっかり 

さく 乱して いる。 正気に もどす にはちよ つと 手数が か 

かリ そうです ね」 

「ふうん、 厄 <ル だな」 

すみ 

課長 は 警察 医の 黒 川 を 手招きして、 隅に 寝て いる 川 



北 先生の 方 を 指した。 医師 は 心得て 川 北 先生の 枕頭に 

腰をおろした。 村の 青年 二人が ていねいに 礼 をした。 

「おい 君」 と 課長 は成宗 巡査 を 呼び 二 切 誰に も 会わ 

しちやい かん。 厳命 だ」 

「は、 ま、.」 

成宗は 身体 を 縮めて、 ちらりと 蜂 矢の 方 を 見た。 蜂 

矢 は 知らん顔 をして、 彼の 助手の ために ライタ ー の 火 

を 貸して やって いる。 

「かべ だ。 かべ だ。 かべの 中へ ぬりこまれち まった。 

ああ ぁッ …… 」 

とつぜん 川 北 先生が うわごと をい つた。 目をつぶつ 



と 同時に い つ そう 険悪 さ を 加えた。 

「なぜ 君 は、 早く 出頭し なかった のかね。 その 間に 都 

下の 新聞 は こぞって、 あのと おり 幽霊の 説、 幽霊の 研 

究、 幽霊の 事件の 欄までで きて 騒いで いる。 それに あ 

おられて 都民た ちがす つ かり 幽霊 病患 者に な つち まつ 

た。 それにつ いての 都民からの 投書が 毎日 机の 上に 山 

をな している。 みんな 君のお かげ だよ。 なぜ もっと 早 

く 出頭し ない」 

課長 はかん かんに な つ て 探偵 蜂 矢 十六 を 睨みす えた _ 

「あいにく 東京に いなかった もんで、 失礼しました」 

蜂 矢 は 煙草に 火 をつ けて、 こわれた 椅子の 一 つに や 



対です。 この 事件に おいて、 幽霊の 真相 を 解かない か 

ぎり、 事件 は 解決し ません」 

「君 はずい ぶん 強情 だね。 ここのと ころ はたし かなの 

i ヽ I 

力 レ」 

課長 は 指 を だして、 蜂 矢の 頭 をつ いた。 蜂 矢 は 怒り 

もしないで 笑って いる。 

「ねえ、 課長さん。 貴官 はま だ 幽霊 を ごらんに なった 

ことがない からそう お つし やる のでしょう。 だから 一 

度 ごらんに なったら、 そんな 風に はおつ しゃらないで 

しょう」 

「とんだ こと をい う、 君 は …… 」 



えさ は 絶対に 貴官 たちの 手に よ つ て 没収し ないように 

ねがいます。 たとえ それが どんなに 貴官 たち を ほしが 

ら せても。 約束して 下さいます か」 

「約束 はいくら でもす るが ね、 だが …… 」 

「幽霊ので る 時刻 は 夕方に なって あたりが 薄暗くな り 

かけてから 始まり 翌日の 夜明けまでの 間です。 こんな 

, J と は 御存じで しょうが 」 

「そんな 講義 はもうた くさんだ よ」 

「うまくいけば 今夜のう ちに もで るでしょう、 うまく 

いかなくても 一 一 三日 中にはき つと でます」 

「もしでなかった とき は、 どうす る」 



「今日は 大変な 御 謙遜で。 …… ところで この 幽霊の 餌 

を、 課長の 机の 上に おく 事に したいで すね。 まちがう 

ひ. S だし 

といけ ないから、 他の 書類 は 引出へ でもし まって 頂い 

て、 机の 上 はこの 餌 だけ をお くこと にしたいです ね」 

と、 蜂 矢 は どしどしと 説明 をす すめた。 

「仕事 を 妨害して は 困る ね」 

課長 は にがにがしく 顔をしかめた。 

「仕事 を 妨害？ とんでもない。 木 見 雪 子 事件 を 解く 

こと は、 あなたがたに とって 最も 重要な 仕事 じゃあり 

ません か。 少く とも 都民 はこの 事件の 解決ぶ リを 非常 

に 熱心に 注目して いるので すから ね。 なんなら 今朝の 



してお いて 下さい」 

「盗難に かからな いように だって？ 冗談 じ やない よ、 

ここ は 捜査 課長 室 だよ、 君 …… 」 

課長が 眼 をむ いて 破顔した。 

「あ、 これ は 失言し ました。 あは はは、 とんだ 失礼 を 

…：- J 

そういって 蜂 矢 探偵 は 軽く 会釈す ると、 部屋 をで て 

いった。 

そむ 

信用に 背く 人 



ら、 君に はいいたい ことが たくさん あるよ」 

「そのと きつつ しんで 拝聴し ましょう。 しかし その 反 

対に 幽霊が この 部屋に でて きたら、 賭 は 僕の 勝です よ。 

かっぱ きせる 

そのと き は 課長) J 秘蔵 の 河童 の 煙管 を 頂き たい もので 

すがね」 

河童の 煙管と いうの は、 課長が 引出に 入れて 愛用し 

ている 河童の 模様 を ほりつけた、 江戸時代の 煙管の こ 

とであった。 

「河童の 煙管で も 何でも あげる よ、 君が 勝った ときに 

はね」 

「それ は 有難い。 課長 あなたの 河童の 煙管の 雁首の あ 



研究 ノ —， ^の 頁 を ばらばらと 音 を させて 開いた。 そ 

れは 急いでな された。 全部の 研究 ノ ー 卜が 二三 度く り 

かえし 開かれた が、 彼女の 硬い 顔 はいよ いよ 硬さ を 加 

えた。 彼女 はついに ノ ー トの 表紙 を 手に もって 強く 

ふった。 それ は 何 か 彼女の さがしもとめて いるものが 

見つからな いので、 じれて いると いう 風に 見えた。 

彼女 はついに 手 を 研究 ノ ー ト から はなした。 そして 

困り切つ たという 表情で、 机上に 立ちつ くして いた。 

そのと きだった。 室内に 靴音が ひびいた。 

と、 田 山 課長の 姿が 走った。 彼 は 自分の 席に 戻って、 

雪 子 学士に 向き あ つ た。 



紙 やはり まわした 籠の ように 動きだした。 そして 雪 子 

の 姿と 大金 庫と は、 窓の 向う に 滑り だした のであった。 

「待て ッ」 

まう ぜ， V 

呆然と この 場の 怪奇 をな が めつ くして いた 幽霊 係の 

助手の 山形 四 段が、 雪 子の 姿 を 追って 後から 組みつ こ 

うとした が、 それ は 失敗し、 彼 はい やという ほど 窓際 

の 壁に ぶっかつ て 鼻血 をたら たらと だした。 

その さわぎの うちに、 雪 子の 幽霊と 大金 庫 は ゆうゆ 

うと この 部屋から 姿を消し 去った。 

「あつ、 しまった。 大切な 証拠物件 を 何もかも みな 

持って いかれた。 うむ」 



さっきの 課員が、 そういって 首をかしげた。 

「幽霊 も 大金 庫 も 壁の 中に 入った まま、 まだ 外へ でで 

こな いんじゃ ないかな」 

「おい 気味の わるい こと をい うな。 そんなら 僕の 立つ 

ている 壁ぎ わから 幽霊の お嬢さんが 顔 を だすと いう 段 

取になる ぜ」 

急いで 壁の そばから とびのく 者が あった。 

外 を しらべ 切った が、 手がかり は 全くない と 分る と、 

課長の 心に は、 大金 庫 を 重要 書類と 共に 失った ことが 

大 痛手と して ひびきつ づける のであった。 

(万事 休した。 一体 どう すれば いいの か) 



仕業 だと 分 つた ときには、 さらに 大きな さわぎと な つ 

た。 

こんな 事件が、 つぎつぎと 発生した。 

恐怖と 戦慄が、 都下 全体へ ひろがった。 

女 幽霊が、 いつ 侵入して くる かもしれ ない！ 女幽 

とじま：；' 

霊 は どんな 厳重な 戸締 でも 平気で 入って くる！ 女幽 

霊 をい くら 追い かけても 追いつけ る もので はない、 な 

ぜ なら 女 幽霊 は 鉄の 塀で も 石の 壁で もす うすう と 向う 

へ 抜けて いってし まう からだ！ 女 幽霊に 入られる と 

家の 中が ひ つ くりかえされる！ 

女 幽霊の 顔と きたら、 般若よりも おそろしかった！ 



いいの かどう かと 反省した。 

だが、 そのと き はもう おそかった。 道 夫の 身体 は 後 

から 抱き すくめられた。 異様な 気持に なった。 

怪しき 気分 

そのと きの 身体の 痛み も、 ずいぶん たえ 切れない も 

のであった けれど、 それよりも 道 夫 を 苦しめた もの は、 

全身の 骨に 受けた なんともた とえよう のない 気持の わ 

るい 振動であった。 

ほと 

ふだん は、 自分の 身： K: の 中に 骨が ある こと は 殆んど 



た。 

道 夫 は、 低く うなりながら (それが せい 一 ぱいで あつ 

た) その 苦しみと 痛み を 相手に たたかった。 一秒、 二 

秒、 三 秒。 道 夫 は、 これ は 死 ぬん じ やない かと 思った。 

と、 とつぜんす うつと 身体が 軽くな つた。 今までお 

どり 狂って いた 全身の 骨片が ぴたりと しずまった。 あ 

やしげ な 不気味が 、 夕立の 後で 雲が 風 に 吹きとば さ れ 

てし まった ように、 なくなった。 身体が 急に 軽くな つ 

た。 

「ああ、 苦しかった」 

道 夫 は、 ぱっと 眼 を 開いた。 



雪 子 姉さん は、 はたして 生きて いるので あろう か、 

それとも 幽霊な のであろう か。 その 謎 をと くに は 今が 

いちばんい いとき だと 感じた 道 夫 は、 それとなく 雪 子 

の 身体に 注目の 目 をく ば つ た。 

(おや ッ！) 

道 夫 は、 心の中で、 おどろきの 声 を あげた。 それ は、 

こうして 眼の 前に、 椅子に 腰 を かけて いる 雪 子の 姿 は 

見えて いて、 たしかに そこに 生きて いる 雪 子が いる こ 

とが 感ぜられ るの にもかかわらず、 よく 気をつけ てい 

ると、 ときどき それ はほんの またたき をす る ほど 

のわず かの 時間で は あるが —— ふいに 雪 子の 姿が 消え 



ら ぱっと 消えて、 椅子の 背中 だけにな つてし まう。 と 

また 雪 子の 姿が あらわれる のであった。 

こんな 奇怪な ことが くりかえされ るので、 道 夫は自 

分の 神経が どうかし たので はない かと 疑った。 だが 神 

経の せいで はない らしい。 雪 子の 姿が しきりに 消える 

ときには、 眼の 残像 現象の 理 により、 雪 子の 姿と、 雪 

子の かけて いる 椅子の 背中と が 重なり合って、 まるで 

雪 子の 身体が ガラスの ようにす いて 見える ように 感じ 

られ た。 

「道 夫さん。 へんな 顔 をして いるの ね。 分って いる わ _ 

あたしの 姿が へんに ぼやけて 見える からでしょう」 



「四次元 世界なん て、 どんな 形 だか、 てんで わからな 

いや」 

「そうな のね。 四次元 世界 は どんな 形のと ころ だか、 

それ を いいあらわす こと はちよ つとむず かしい わけね- 

なぜ むずかし いかと いうと、 人間 は 三次元の 世界に 住 

んで いるから なの。 三次元 世界の 者に は、 それよりも 

一 つ 上の 次元の 世界の こと はわから ない わけです もの 

ね。 たとえば、 いま 平面の 世界が あつたと して、 それ 

に 住んで いる 生物 は、 どう 考えても 立体 世界と いう も 

のが 分り かねる の。 それ は 平面 世界に は、 高さと いう 

ものが ないから —— 高さが あれば 平面で はなくな り ま 



子から 立 上る と、 手 をのば して 机 越しに 雪 子の 腕 をつ 

かんで みた —— いや、 つかんだ つもりだった が、 実際 

は 手) J たえが まるでな く、 何にもな い 空間 を かきまわ 

している のと 同じだった。 しかも 眼で 見る と、 そこに 

はちゃん と 雪 子の 身体が ある。 道 夫 は 冷水 を 頭から あ 

びた ように ぞっとして、 手 を 引 込めた。 

「ほほ ほほ、 そんなお つかない 顔 をす る もの じ やなく 

てよ」 

雪 子 は 顔 を ゆがめて 笑った。 さびしい 笑いであった。 

「分った でしよう。 あたしの 姿 はちゃん と 見えて いる 

のに あたしの 身体 は 手に さわれな いという こと を。 … 



の 表面に ついた とき、 一 一次元 世界で は、 最も 大きくな つ 

た 円 を 感じる わけね。 それから 先 は、 お 芋の まわ リは 

でこぼこして いるので、 その 円が 妙に うごく ように 感 

じます。 そうでしょう」 

「うん」 

道 夫 はうな ずいた。 

「そうだ わね え。 そのうち にお 芋 は 大部分が 水に つか 

り、 だんだん 細い 方になる もんだ から、 二次元 世界で 

は、 円が だんだん 小さくな つてい くこと に 気がつく。 

そして 最後に、 お 芋が すっかり 水に つかって しまう と、 

^さな^も 消えて しまって、 何にも 見えなくなる。 さ 



の 三次元 世界に 交わる と、 その 切 口 は あたした ちに も 

見える わけね。 ちょうど 前のお 話で、 水の 平面の 世界 

に すんで いる 生物が、 お 芋 を 一 つの 円と 見た と 同じよ 

うに。 —— だから あたした ち 三次元 世界に おいて は、 

四次元 物体の 切 口が 立体に 見える わけなの よ。 ここが 

重要な 点です よ」 

「何もない 空間に、 とつぜん あらわれた ぼんやりした 

影の ような 形。 それが だんだん はっきり してきて、 や 

がて 人形 か 何 かになる。 が、 それが いつしか ぼんやり 

かすんで いって、 おしまいに はふつ と 消えて なくなる 

そういう もの を、 この 世の 人 は 幽霊 だとい つてい ます _ 



世界に 火 をつ ける ことができなかった のよ。 道 夫さん 

あなた は その 大 困難 を 解決して 下さった。 あたしの 生 

命の 恩人 だ わ。 ああ ブンゼン 灯に 火が ついた。 こっち 

の ブンゼン 灯に も 火 をつ けて よ。 ああ、 救われる。 貴 

重な 薬が 今 こそ 作られる の だ」 

雪 子 学士 の 幽霊 は、 ま る で 火 取 虫 のように ブ ン ゼ ン 

灯の まわり をぐ るぐ ると 踊り まわって 喜ぶ のであった _ 

最後の 機会 

道 夫 は それから も 雪 子の さしずに よって、 いろいろ 



中であった ところ、 室内に 雪 子と 道 夫が あらわれ たの 

さ つ そく なリ ゆき 

で 早速 家人に 知らせ、 そして 成 行 を そっと 別室から 

窺 つていた のだった。 

雪 子が 死んで しまったので、 三次元 世界と 四次元 世 

界 との 間の 交通が どうした 方法に よ つ てで きる のか、 

ついに 謎の まま 残される ことにな つた。 蜂 矢 十六 は、 

それ は 多分 身体に ある 特殊の 振動 を 加える ことで はな 

いかと 思う と 道 夫に ちょ つと 語った が、 息た えた 雪 子 

の 死体が 明らかに 三次元 世界へ もどりえ たこと、 それ 

まで は 雪 子の 身体に ふれた もの は 気持 わるい 振動 を感 

じた ことから 思い あわせて、 それ は 本当 かもしれ ない _ 
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